
委
員
長
　
　
新
立
　
啓
介

副
委
員
長
　
　
大
川
　
貴
哉

委
　
　
員
　
　
宮
嶋
　
弘
行

　
〃
　
　
　
平
野
　
和
信

　
〃
　
　
　
林
田
　
廣
美

議会広報編集特別委員会 令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
津
奈
木
小
学
校
21
人
、
津

奈
木
中
学
校
34
人
の
新
１
年
生

を
迎
え
て
９
日
に
入
学
式
が
あ

り
ま
し
た
。
元
気
で
明
る
い
児

童
生
徒
を
見
て
頼
も
し
く
な
る

と
共
に
少
子
化
を
目
の
当
た
り

に
す
る
時
間
で
し
た
。
今
年
度

か
ら
人
口
減
少
対
策
と
し
て
出

生
祝
金
の
増
額
、
保
育
料
無
償

化
、
入
学
祝
金
の
創
設
等
施
策

が
充
実
し
ま
す
。
こ
れ
ら
が
実

を
結
び
、
各
所
で
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
姿
を
目
に
す
る
日
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
齢
者
対
策
、
農
林

水
産
業
振
興
対
策
、
物
価
高
騰

対
策
な
ど
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
暮
ら
し
が

良
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
新
立
　
啓
介
）

ー
編
集
後
記
ー

つなぎ

印
じるし

第8回

平成５年から活動を続け、町のビーチバレーを
牽引してきた津奈木ビーチ。普段は12人で活動
しており、老若男女が和気あいあいとスポーツを
楽しんでいる。

（活動の内容）
〇いつからビーチバレーを始めましたか。
▶平成５年から始めて、32年目です。
〇どんなメンバーで活動されていますか。　
▶練習は毎週木曜日、午後７時30分から津奈木

小学校の体育館で行っています。町内の20代
から70代の老若男女が参加し、最近では水俣
市からの参加者も増えてきました。
〇どんな雰囲気でビーチバレーを行っています
か。

▶スパイクが決まればみんなで大喝采。ミスをす
れば叱咤激励。それぞれがストレス発散も兼ね
て、楽しく体を動かしています。

〇これからの展望は。
▶活動の始まりは、小学校ＰＴＡの集まりでし

た。あれから年月を重ね、体の動きも少しずつ
鈍くなってきましたが、ビーチバレーは日課と
思えば、続けることも苦になりません。シニア
大会でも良い結果が出せるよう、老体に鞭打っ
てこれからも頑張って活動を続けていきたいと
思います。

〜議会にひとこと〜
昨年は猛暑の影響で、参加者の体調を考慮し、

１か月間練習を中止しました。今年の夏も暑くな
ると予想されます。夜の体育館も非常に蒸し暑
く、練習環境としては厳しいものがあります。

熱中症対策として、津奈木小学校体育館をはじ
め、町内の体育館への空調設備を本格的に検討す
る時期ではないでしょうか。議会からは町内体育
館等へエアコンの設置を一般質問されたと聞きま
したが、引き続き一緒に要望していただきたいと
思います。よろしくお願いいたします。

今年で結成32年目　“津奈木ビーチ”

町内のみなさんも、ぜひ一度参加してみません
か。お待ちしています。

緑と彫刻のあるまち
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令和７年第１回津奈木町議会定例会が３月５日から令和７年第１回津奈木町議会定例会が３月５日から
19日まで15日間の日程で開催されました。19日まで15日間の日程で開催されました。
令和７年度一般会計予算を主として、29議案（予算令和７年度一般会計予算を主として、29議案（予算

14、条例13、同意１、その他１）全て原案どおり可決・14、条例13、同意１、その他１）全て原案どおり可決・
承認されました。承認されました。

３月
定例会の
あらまし

令和７年度当初予算 予算概要

   義

　務
　
的
　
経
　
費

投資的経費

　 
  依
存財
源（72

.2％）

 

自 

主
財
源 （
27.8
％
）　歳 入

分担金･負担金･
使用料･手数料　
7,242万円
（1.6％）

各種交付金･
地方譲与税
1億2,861万円
（2.8％）

維持補修費
4,991万円（1.1％）

積立金･その他
4,233万円
（0.9％）

人件費
7億2,250万円

扶助費
6億2,255万円普

通
建
設
事
業
費 

　9億6,946万円

公債費
2億8,710万円

物件費
8億4,973万円

補助費等
6億7,005万円

繰出金
3億5,318万円 性質別

歳 出

一般会計 45億6,900万円

借入金の返済
（6.3％）

投資的経費
社会資本の整備に
要する経費（21.2％）

義務的経費
支出が義務付けら
れた経費（35.7％）

町職員の　
給与共済費
（15.8％）

被扶助者に支給　
される福祉の経費
（13.6％）

消費的な支出・賃金・
旅費等（18.6％）

他会計へ
繰り出し
（7.8％）

一部の事務組合等への　
負担金や民間への補助金

（14.7％）

依存財源
国･県からの収入･
借入金などの財源

自主財源
町で集めた財源
12億6,487万円

町民税・固定
資産税などの
税金（9.3％）

このうち基金からの繰り入れ
5億4,814万円（12.0％）

借入金
（10.5％）

県からの補助金
（6.8％）

国からの補助金
（15.5％）

国からの交付税（36.6％）

町税
4億2,279万円

財産収入･その他
7億6,966万円
（16.9％）

地方交付税
16億7,400万円国庫支出金

7億1,003万円

県支出金
　3億1,258万円

町債 4億7,890万円

災害復旧事業費
219万円（0.0％）

予算の内訳

昨年との比較
令和７年度 令和６年度 増　減　額

地 方 交 付 税 16億7,400万円 16億6,200万円 1,200万円

町債（借入金） 4億7,890万円 6億5,114万円 ▲1億7,224万円

昨年との比較
令和７年度 令和６年度 増　減　額

人 件 費 7億2,250万円 7億2,117万円 133万円

補 助 費 等 6億7,005万円 6億3,886万円 3,119万円

令和７年度の一般会計予算の概要令和７年度の一般会計予算の概要
１．総額45億6,900万円で前年度比１億1,800万円増額。
２．歳出では、つなぎ温泉四季彩宿泊交流拠点整備工事２億2,771万円、

津奈木工業団地線（仮称）新設工事１億3,300万円、文化センター
多目的ホール改修事業9,945万円、浜平団地屋根・外壁改修工事
5,746万円、温泉センター施設改修工事4,469万円と大型事業の新
規・継続。

３．公債費（借入金返済）は、２億8,710万円で223万円減額。
４．主な事業は、ふるさと納税推進事業、四季彩周辺魅力アップ事業、

サイクルツーリズム推進事業、文化センター多目的ホール改修事業、
給食費無償化事業、小・中・高校入学祝金事業など。

するため、出生祝金の第２子以降の増額、保
育料及び給食費の無償化、小・中・高校新入
学祝金事業に2,746万円。
歳入では、町税が４億2,279万円、地方交
付税が16億7,400万円、国庫支出金が７億
1,003万円、県支出金が３億1,258万円を計
上した。
借入金にあたる町債は、１億7,224万円減
少し、４億7,890万円となっている。

令和７年度の一般会計予算45億6,900万
円。前年度比2.65％増加した。
歳出の主な事業は、四季彩周辺魅力アップ
構想に基づき、温泉施設を宿泊交流拠点に整
備し、経済的活動の活性化と新たな産業と雇
用の創出を促す、つなぎ温泉四季彩周辺魅力
アップ事業に２億8,682万円。県内へのＴＳ
ＭＣ進出に伴い、津奈木工業団地への進出希
望の問合せが増えている中、売買等の早急な
対応ができるよう町道津奈木工業団地線（仮
称）の整備に１億3,300万円。文化振興の拠
点及び避難所施設として、利用者の利便性向
上や安全・安心な利用を図るため、文化セン
ター多目的ホール改修事業に9,945万円。住
民の安全安心な住宅環境を図るため、公営住
宅等長寿命化計画に基づき、町営（定住）住
宅大規模改修事業に6,628万円。八代及び水
俣・芦北地域自転車ネットワーク計画に基づ
き、自転車通行空間整備などの交通安全対策
の整備を行うサイクルツーリズム推進事業
に4,643万円。温泉センター施設内の耐用年
数の経過等により不具合や異常箇所補修に
4,469万円。乗用車のすれ違いや消防活動な
どが困難な状況にある町道町原線道路改良工
事に3,581万円。資材置場を多目的グラウン
ドとして整備する事業に1,746万円。少子高
齢化・人口減少対策並びに物価高騰等の影響
を大きく受けている子育て世帯の負担を軽減

議 会 の
令和７年度は、６年度からの大型プロジェ
クト継続事業等、予算額も前年比１億1,800
万円増額となっている。また、令和６年度の
繰越事業も総額２億4,214万円と工事関係等
が遅れているようである。
令和７年度予算では、出生祝金拡充や保育
料の無償化など子育て世代の支援が充実され
たが物価高騰など生活が厳しい町民も多数お
られるので全体的な支援も必要である。また、
令和２年７月豪雨災害の復旧工事も完了し、
遅れているインフラ整備、町の基幹産業でも
ある第一次産業の振興も待ったなしである。
町民福祉の向上、利便性の向上、所得の向上
につながるような事業及び成果を望む。
議会としても、事業の進捗に合わせて
チェックを行い、二元代表制の一翼を担い、
町民の負託に応えていく。

新
年
度
が
新
た
な

展
開
期
と
な
る
か
⁈

目目
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津奈木町消防団の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部改正

問 機能別団員（災害対応隊）を導入するにあた
り、団員の所属、年齢、人数等どのように考

えているのか。

答 所属は分団付け、年齢要件は定めていない。
人数は不明である。応募があったものを消防

団本部で審査予定で、任免や服務等詳細は規則で定
める。

問 観光推進プロジェクト負担金3,660万円とあ
るが、事業の具体的内容と委託先はどこを予

定しているのか。

答 観光推進協議会の設立を含め、地域の観光産
業の振興を目的としている。宿泊施設や観光

施設の活用、観光情報の発信、イベント企画など幅
広い取り組みを行う。委託先については、協議会の
中で決定する。

問 公債費の償還元金が昨年より減っている理由
は。

答 据え置き期間があるため一時的に減っている
が令和10年度に償還額がピークになる見込

みである。

問 県内の水源で発がん性物質のＰＦＡＳが検出
されているが、本町の簡易水道で検出された

時の対応はどうするのか。

答 水俣市からの受水量を増やしたり、日水協の
相互応援協定を活用し、他市町村からの給水

車援助を検討する。

問 水産業の燃油高騰対策支援について、農業に
は高騰対策保険等があるが漁業にはないの

か。また、漁業経営支援事業の財源内訳のその他と
は何か。

答 保険は漁業に関してはない。財源のその他は
燃油高騰対策支援事業にふるさと納税基金を

充てている。

総務振興常任委員会

問 庁舎守衛業務委託料で、現在の宿日直業務は
どのようになっているのか。また、事業者の

募集と業務委託費用はどのようになるのか。

答 宿直業務は50歳以下の男子職員、日直業務
は管理職以外の職員で割り振っている。業務

として、庁舎内の巡回、各種届出の受理受付、有線
放送対応等を仕様書に記載し管内の警備会社へ入札
を行う。費用は1,500万円程度で現在の宿日直手当
440万円より増額となる。

問 津奈木町防災拠点センター整備基本構想策定
業務委託料の詳しい内容説明を。

答 防災拠点として、役場庁舎が位置づけられて
いるが令和５年度の耐震診断の結果、防災拠

点としての基準を満たしていないことが判明した。
役場と隣接の改善センターともに耐用年数47年に
迫っており、両方の建物を総合的に判断し拠点整備
の方向性を決めていきたい。

問 予約型乗り合いタクシーの令和６年度の利用
者数と利用者からの要望等はなかったのか。

また、高齢者の利用促進策は検討しなかったのか。

答 令和６年度の利用者見込みは3,644人で要望
としては、乗降場所の増設が多いため、見直

しを行い新設する準備をしている。利用促進は、ほ
けん福祉課と協議を行い、支援制度等の検討を進め
たい。

問 防犯灯維持管理委託料（ＬＥＤ化支援）で、
蛍光灯の防犯灯は全地区にどのくらいあるの

か。更新は何年を予定しているのか。

答 令和３年調査では220基あった。年44基づ
つ５か年で更新を予定している。

問 農業機械購入補助金で専業農家と兼業農家で
上限が違うが稲作農家は兼業が主なため、同

一にならないか。

答 米栽培に関しては機械取得にかかる費用が高
額なため、農村環境への影響等を考慮したう

えで改正を含め検討したい。

主 な 質 疑（ 予 算 ） 条 例 改 正 等 質 疑

総 務 振 興 常 任 委 員 会 の 審 議 結 果
事件の番号 事　　　　　　　件　　　　　　　名 審査結果

議案第８号 津奈木町移住・交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

議案第10号 津奈木町監査委員に関する条例等の一部改正について 原案可決

議案第11号 津奈木町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第12号 津奈木町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第13号 津奈木町一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決

議案第14号 津奈木町職員等の旅費に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第20号 津奈木町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第21号 令和７年度津奈木町一般会計予算 原案可決

議案第25号 令和７年度津奈木町恒久対策事業特別会計予算 原案可決

議案第26号 令和７年度津奈木町宅地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第27号 令和７年度津奈木町簡易水道事業会計予算 原案可決

津奈木町移住・交流拠点施設の設置
及び管理に関する条例の制定

問 旧みんなの家を「つなぎ未来交流ハウス」と
して、設置するとのことであるが今年度中に

具体的な活用計画があるのか。

答 台湾からの招聘アーティストの滞在制作の
場、アートイベント等の参加者と住民との交

流の場としての利活用を考えている。

津奈木町職員等の旅費に関する条例の
一部改正

問 今回は、宿泊料と日当の見直しであるが、各
種団体等の研修旅費負担金の増額は検討しな

かったのか。

答 旅費のみの改正で、研修旅費負担金について
は検討しなかったが、今後検討したい。

条例・予算審議当初予算などの審議

つなぎ百貨堂現場視察つなぎ百貨堂現場視察

消防点検消防点検
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問 中学校の心の教室相談員に、令和６年度で生
徒から重大な相談等はなかったのか。

答 重大な事案があったら教育委員会に報告する
ことになっており、令和６年度は報告はな

い。心の教室は日常的に子ども達の癒しの場になっ
ている。

問 国の方針で全国の給食無償化が議論されてい
る。今後、実施された場合、学校給食の財源

はどのような使い方になるのか。

答 国では小学校の給食を無償にする動きとなっ
ている。本町ではふるさと納税を活用してお

り、国で無償化が実施された場合の財源は子ども達
のための事業に使いたい。

問 第１号被保険者保険料の段階が１から13ま
であるが、どの段階の人数が多いのか。

答 最も多いのが基準額の第５段階で336人、次
に第１段階で326人で１〜５段階に集中して

いる。

問 地域介護予防活動支援事業のいってみゅう会
の参加者は以前と比べて増えているのか。

答 新型コロナウイルス感染症の影響で減少し、
以前の水準には達していない。現在は国立水

俣病総合研究センターのものづくり体験事業等を実
施したり、今後は事業の周知や活性化を図ってい
く。

教育住民常任委員会

問 民生委員は３年ごとに改選されるが、今後の
なり手はいるのか。

答 町の民生委員は13人で、児童委員２人を合
わせて15人で活動している。候補者の人選

には苦慮しており、各地区の区長に相談しながら
行っていきたい。

問 敬老祝金は、ふるさと納税などを活用して増
額できないか。

答 高齢者は町人口の約半数に達する状況で、今
後は高齢者福祉事業においても充実できるよ

う、財源も含め検討ししたい。

問 病児病後児保育事業は町内で対応できないの
か。

答 この事業には看護師の配置が必要で、町単独
での運営は困難のため、環境が整った水俣市

の事業者へ委託して実施する。対象者は小学校６年
生まで。

問 帯状疱疹予防接種助成金を40万円計上して
あるが、不足しないのか。

答 令和６年度は101名に対し助成を行ってい
る。令和７年度は定期接種に該当しない50

歳以上で接種を希望する人を想定して計上をしてい
る。不足分は補正予算で賄いたい。

問 がん患者アピアランスケア事業の内容は。

答 がん患者を対象にウィッグや乳房補整具の購
入費用を助成する事業である。

問 いじめ問題対策連絡協議会で、不登校やいじ
めなど問題等はなかったのか。

答 学校からの報告によると、小学校の長期欠席
の児童数が４人、中学校が２人いる。いじめ

は口げんか等も含めて、小学校が25件、中学校が
４件で、重大ないじめにつながる案件の報告はな
い。

主 な 質 疑（ 予 算 ）
津奈木町国民健康保険税条例の

一部改正

問 これまでも年度ごとに条例改正しているが、
今後はどうなるのか。

答 今回の改正も７年度に限る改正で、将来的に国
民健康保険税は県内統一となる見込みである。

津奈木町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の利用者負担等に

関する条例の一部改正

問 改正内容について、詳しく教えていただきた
い。

答 国の施策により３歳以上は無償だが、０歳児
から２歳児までは保護者の所得に応じて徴収

していたが、令和７年４月から町独自の施策として、
全ての保育料を無償にする。

条 例 改 正 等 質 疑
津奈木町入学祝金支給条例の制定

問 入学準備には10万円以上かかると思われる
が、小中高の入学祝金は５万円ではなく、

10万円支給できないのか。

答 支給にはふるさと納税を活用し、この財源は
他の施策にも使っているため、今回、５万円

を目安に支給することになった。

津奈木町税条例等の一部改正

問 令和８年度から納期が少なくなる税目があ
り、１期ごとの納付額が増えるが、住民への

周知はどうするのか。

答 令和８年４月から納期が変更となる。町民の
混乱が見込まれるので令和７年度中に町報な

どを利用し周知させていく。

教 育 住 民 常 任 委 員 会 の 審 議 結 果
事件の番号 事　　　　　　　件　　　　　　　名 審査結果

議案第９号 津奈木町入学祝金支給条例の制定について 原案可決

議案第15号 津奈木町税条例等の一部改正について 原案可決

議案第16号 津奈木町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

議案第17号 津奈木町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する
条例の一部改正について 原案可決

議案第18号 津奈木町子ども・子育て会議条例の一部改正について 原案可決

議案第19号 津奈木町出生祝金支給条例の一部改正について 原案可決

議案第21号 令和７年度津奈木町一般会計予算 原案可決

議案第22号 令和７年度津奈木町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第23号 令和７年度津奈木町後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

議案第24号 令和７年度津奈木町介護保険事業特別会計予算 原案可決

条例・予算審議当初予算などの審議

津奈木小学校現場視察津奈木小学校現場視察
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ワクチン接種の現状は

問 帯状疱疹ワクチン接種は、本町では令和６年
４月から接種費用の助成をしているが、令和

６年度での接種実績と助成金の支払いは、どのよう
な方法で行っているのか。

答【ほけん福祉課長】　本年度の実績は、令和７
年３月３日現在において、接種者が101人で、

生ワクチン接種が32人、不活化ワクチンが69人で
ある。助成を受けるには、接種費用全額を医療機関
に支払後、町に領収書や予診票を添えて申請するこ
とで、１回につき生ワクチン5,000円、不活化ワク
チン10,000円を上限に助成される。

問 帯状疱疹は、令和７年度より定期接種が実施
されるが、本町が現在取り組んでいる50歳

以上の接種費用は、今後どのような対応になるのか。

答【ほけん福祉課長】　定期接種の対象者は、令
和７年度内に65歳を迎える方、また、経過

措置として令和７年度から11年度までの５年間は、
年度内に70歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
以上が対象となり、国の交付税措置がなされる。町
の任意接種は50歳以上を対象に引き続き助成する。
詳細については、チラシや広報誌などで周知したい。

将来への人材育成を

問 振興計画に令和６年度から海外派遣事業が実
施計画されているが、いつどのように実施さ

れるのか。

答【政策企画課長】　「世界とつながる津奈木」
をテーマに、国際交流や海外派遣事業へ人材

育成推進事業補助金で支援を拡大する予定。現在も
本補助金で支援しており、今後はニーズと費用対効

果を考慮し、予算拡充を検討したい。

町の魅力アップで誘客を

問 国内インバウンドで外国人観光客が多数訪れ
ている。熊本市内でも多くの外国人を目にす

るが、本町で見かけることがほとんどない。町の魅
力発信だけでは、誘客出来るのは厳しいのではない
かと考える。台湾との友好関係を築くことも、波及
効果があるのではないかと思うが、将来への国際交
流事業についての考えは。

答【政策企画課長】　台湾との友好関係は、町の
インバウンド誘客の鍵。美術館での台湾アー

ティスト招聘、アートプロジェクトへの台湾大学生
参加、教育旅行の誘致など、文化交流や観光客誘致
に向けた動きが始まっている。今後も効果的な事業
を組み立てていく。

問 インバウンドを見込んだ外国人観光客へのパ
ンフレット制作が新たに計画されているが、

赤崎展望所など案内看板等の整備補修がなされてい
ないので、早急の整備が必要と思われるが検討しな
いのか。また、展望としての視界に支障がないよう
に整備をしないのか。

答【政策企画課長】　赤崎展望所の案内板は、県
が設置・管理し、町は早期対応を県へ要望中。

しかし、県は予算不足で未実施。町は改めて早期対
応を要望している。町有地内の雑木伐採は維持管理
で対応可能で、今後も視界確保に努める。

宮嶋　弘行　議員

帯状疱疹ワクチン接種は
定期と任意の二刀流で

一般質問議員主導による政策議論津奈木のここが聞きたい令和６年度３月補正予算

令和６年度３月補正予算概要
歳入歳出2,070万円を減額し
総額47億4,230万円を計上

　つなぎ温泉「四季彩」の指定管理者の指定
採決の結果、賛成者６人、反対者３人で
株式会社つなぎコレクティブを指定

歳入の主なもの
事業名称 金　　額

地方交付税（総額16億9,165万円） 5,771万３千円
物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金 545万９千円

環境首都水俣・芦北地域創造施設整
備事業補助金 4,153万円

町有林立木売払収入 618万８千円
ふるさと納税寄附金 2,000万円

歳出の主なもの
事業名称 金　　額

地域おこし協力隊活動業務委託料 △1,527万９千円
新型コロナウイルスワクチン接種
委託料 △532万４千円

町道干拓堤防線舗装補修工事 △1,693万８千円
防災行政無線整備工事 △1,478万５千円
総合グラウンドＬＥＤ照明設備更
新事業 6,877万５千円

問 地域おこし協力隊活動業務委託料の減額につ
いて、この制度は町の課題解決、移住定住に

つながる良い制度と考えるが、当初10人の予定に対
して７人が活動をしている。募集しても応募がなかっ
たのか。

答 減額については、５人の新規採用に対して年
度途中から３人を採用、１人が早期退職し執

行残が発生した。課題解決の中で、農業、水産業等の
分野には募集しても手が上がらない状況である。協
力隊の活用は継続し募集をしていきたい。

問 総合グラウンドＬＥＤ照明設備更新事業
6,877万５千円と大きい金額になっているが

その内容は。

答 令和７年度に環境省補助金を活用予定であっ
たが、６年度に実施可能となったため、今回

補正となった。内容は、Ｃコート側（体育館側）の
照明６基とＢコート側の１基を撤去して、新たに支
柱とＬＥＤ照明を設置するもので11月完了を予定
している。

賛成討論
なし

反対討論
昨年11月の指定管理者選定委員会において承認

された説明の内容から、出資者・出資金等大きく異
なり、しかも、３月定例会前まで登記が完了されて
いない状態で、議案を審議をしてほしいなど、不本
意な話である。今回つなぎ温泉四季彩の改修費は約
７億円で、管理委託料も年間2,500万円支払われる。
町民の関心も高く、社会通念と全く乖離するもので
あるから、急ぐならば、臨時議会で別途審議するべ
きである。

追加議案

四季彩指定管理者の承認めぐり討論

休憩コーナー（１Ｆ）の完成イメージ休憩コーナー（１Ｆ）の完成イメージ
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地域計画策定の取り組みは

問 農業振興において耕作放棄地解消や農地の担
い手への集積等における有効活用を図るた

め、地域計画の策定状況は。

答【農林水産課長】　地域計画は、５年先、10
年先の地域の農地を誰がどう守っていくかに

ついて、地区座談会を開催して作成している。地域
計画は、人・農地プランを基本に協議を行い、11
月下旬に地区座談会を開催し、公告・縦覧を行い策
定予定である。

問 農家ヒアリングの結果、農家は将来に対して
どのような不安を抱えているのか。町はどの

ような対策を検討しているのか。

答【農林水産課長】　本町の農業は、果樹栽培は
専業農家が主流で、水稲栽培は兼業農家が多

数を占めている。農家の不安材料は、高齢化による
担い手不足であり、耕作放棄地や鳥獣被害が増加し
て、農村環境の保全に支障を来すと心配をされてい
る。そのため町としては、営農の継続へ向けた取組
を支援しながら、農村環境の保全を図っていきたい。

問 農業用補助金の機械購入等の限度額を専業農
家・兼業農家も同一とし、また、営農の生産

組織の育成を図る考えはないか。

答【町長】　農業機械等購入事業補助金について
は、専業と兼業の取扱い区分については、農

村環境の保全を図っていく必要性を考慮して、今後、
前向きに検討したい。次に、営農支援サービス育成
については、現在管内に２事業体が組織されており、
この事業体の支援等を中心に行っていきたい。

令和７年度当初予算は

問 当初予算を見ると、観光振興、地域振興等行
政基盤づくり等の予算が多く、高齢者対策、

物価高騰対策等の予算が少ない。今後、住民の生活
が厳しくなることが予想される。町政に反映させる
ために、座談会を開催する考えはないか。

答【町長】　今までコロナ禍で、なかなか住民の
声が聞かれない状況であったので、これから

は議員、住民の意見を聞きながらやっていきたいと
考えている。

町の財政運営について

問 令和２年度から７年度において、災害復旧事
業、コロナウイルス感染症対策、四季彩周辺

拠点整備、また、今後も町有施設改修事業等が計画
されているが健全な財政運営ができているのか。

答【総務課長】　町債は、四季彩宿泊交流拠点整
備事業などに伴う起債が増額となっている。

５年度の決算では、実質公債費比率が3.5％、６年
度以降では５％程度になる予定である。経常収支比
率が84.80％となっており財政が硬直化している状
況であるので、今後は財源の確保や事業の精査等を
行い財政健全化に努めていく。

川野　雄一　議員

農業振興で多面的機能（景観保全・
水源涵養・洪水防止）の効果を

津奈木のここが聞きたい 一般質問議員主導による政策議論

旧津奈木幼稚園の利活用は

問 閉園以降、建物の劣化が進んでいるようであ
る。今回、（仮称）津奈木町こども家庭センター

を新たに設置し、妊産婦やその家族が育児や子育て
に関する心配ごと、困りごとに対応した一体的な相
談支援を実施し、より良い妊娠期から出産・子育て
まで支援できる体制を充実させ、安心して子育てで
きる環境づくりに取り組んでいく。旧幼稚園にこど
も家庭センター及び社会福祉協議会の地域包括支援
センターを置いて、妊産婦から子育て世帯及び高齢
者の相談窓口として活用してはいかがか。

答【総務課長】　周辺に総合グラウンド、児童公
園、グラウンドゴルフ場等があり、スポーツ

や体力づくりができる適した場所にある施設で各種
団体の活動や地域コミュ二ティ機能の再生、住民福
祉の増進、子どもから高齢者まで生き生きと活躍で
きる環境に整備するため設備等使用可能か調査を行
い、最低限の補修費で多目的に利活用できる施設に
向けて検討したい。

問 振興計画のアンケート調査意見欄に町内に室
内で遊べ、親が息抜きできる場が欲しい、子

どもたちが遊べる公園や雨でも遊べるところが欲し
いなどの意見がある。幼稚園を活用することで、室
内での遊びや本の読み聞かせ、天気が良い日は前の
児童公園で遊ぶこともできる。町の重点課題である
少子高齢化、人口減少対策を推進するためにも幼稚
園の利活用は有効と考えるが町長の考えはいかが
か。

答【町長】　これからの要望を踏まえながら、町
でも検討を重ねていきたいと考えている。

多目的広場（グラウンドゴルフ場）の
整備内容は

問 過去３回一般質問を行い、前向きに検討した
いとの答弁があっていた。令和７年度主要事

業に資材置場敷地造成工事の予算が計上してある
が、事業内容について伺いたい。

答【総務課長】　資材置場の有効活用を図るた
め、グラウンドゴルフやその他のイベントに

活用できるように多目的広場として2,500㎡程度、
雑草等を除去し、砕石と真砂土で整地して、周囲に
は素掘りの排水路を設けたい。

子どもと高齢者の集える場を

新立　啓介　議員

利活用を待つ旧津奈木幼稚園利活用を待つ旧津奈木幼稚園

多目的広場に整備される資材置場多目的広場に整備される資材置場 地区座談会地区座談会
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青パパイヤの実証栽培

問 青パパイヤの実証栽培の目安である３年が過
ぎ、これまでの結果と今後の方向性の詳細は。

答【農林水産課長】　青パパイヤの実証栽培につ
いては、令和３年度に視察研修を実施し、令

和４年３月に耕作放棄地対策や高齢者の生きがい対
策として青パパイヤ研究会を設立し、実証栽培を開
始した。

令和４年度は288本配付し、43人が栽培し、生
産量は推定の2.5トンであった。令和５年度につい
ては、288本配付し、31人が栽培し、１トンの販
売を行った。令和６年度については528本配付し、
41人が栽培を行い、販売量としては0.7トン、昨年
は高温障害や肥料不足等により生産量が減少傾向で
あった。

実証栽培の結果としては、３年間を見る限り栽培
方法は難しくなく、収穫を適期に行うことが必要で
あり、耕作放棄地対策や高齢者の生きがい対策とし
ては有効であると思う。

今後の方向性は、販売等については県内店やネッ
ト販売、加工等によりめどが立つ見込みで、栽培方
法の確立による生産量の増大を図っていくことが課
題である。

また、実証栽培期間としては、新規作物であり５
年程度は必要ではないかと考えている。

移住・交流拠点施設の運営方法

問 移住・交流拠点施設の運営方法は。

答【政策企画課長】　４月から活用予定の津奈木
町移住・交流拠点施設は、令和２年７月豪雨

災害の応急仮設住宅設置時にさくら団地内に整備さ

れた「みんなの家」を「つなぎ未来交流ハウス」と
名称を変え活用する。

移住定住の促進に係る人材の確保や育成、関係人
口の創出拡大など、町に新しい人の流れをつくり、
明るい未来に向け地方創生を推進する。運営方法は、
政策企画課が所管課となり、目的に合わせ町の事業
実施の中で活用をしていく。

具体的には、町の食文化やアート、自然体験など、
移住希望者や観光客向けに魅力を発信する活動拠点
とか、移住者が町民と交流する場所、また町での仕
事や起業に関する支援を行うような拠点として活用
をしていきたい。

住民の居場所づくりについて

問 今後、子供から高齢者まで町民誰もが集える
場所として、旧幼稚園を有効活用できないか。

答【町長】　町は少子高齢化、過疎化が進んでい
ることに伴い、以前に比べ集落機能は低下し

つつあり、地域のコミュニティが失われていると感
じている。

また、地域のライフスタイルも大きく変わり、従
来の人と人とのつながり、助け合い精神も希薄な状
態になりつつある。

今後は、活力ある安全・安心なまちづくりを推進
するため、地域住民が集い、あるいは交流、協働で
きる集いの場的な施設が必要かと思っており、旧津
奈木幼稚園の活用を多目的にできる施設として検討
していきたい。

澤井　静代　議員

住民の居場所づくりを

津奈木のここが聞きたい 一般質問議員主導による政策議論

つなぎ百貨堂の今後は

問 令和６年度における㈱食文化による、つなぎ
百貨堂の実証事業効果は。

答【政策企画課長】　５月から２月まで、令和５
年と令和６年度を比較すると、レジ通過で

3,400人ほど増えている。売り上げは600万円ほど
増加している。

問 四季彩駐車場にある「ふれあいの店」と加工
場について、どのように考えているのか。

答【政策企画課長】　ふれあいの店からは、株式
会社つなぎつくるへの相談があっており、４

月上旬からの営業開始に向けて進めている。加工場
については、現段階では、ＪＡあしきたの所有のた
めに、施設を整備する計画はない。今後、㈱つなぎ
つくるの加工場の話も出ているので具体的になって
から進めていきたい。

問 加工場は、ＪＡ女性部が毎年行っている一人
暮らし老人の弁当配布でも使用してきたが、

老朽化に伴い近年は改善センター内の施設を有料に
て使用している。公益性のある場合は、使用料の免
除はできないか。

答【総務課長】　改善センターの調理場の使用料
については、基本的には町が行う事業につい

ては減免をしているが、使用者がＪＡなので使用料
は今のところいただいている。

答【町長】　使用条例に従いやっていきたい。

問 熊日新聞で、つなぎ百貨堂と四季彩が大きく
取り上げられ、将来町内に自社工場を設ける

との事だが、現時点での構想は。

答【政策企画課長】　つなぎ百貨堂を運営する㈱
つなぎつくるは独立した事業体である。町も

出資者の一員として活動を支援していくが、具体的

な商品開発の内容や販売戦略については、㈱つなぎ
つくるが主体的判断を持つこととなる。

町としては、４月からすぐ加工場建設に向けて動
き出すとことはなく、㈱つなぎつくるとしっかり連
携し、地域資源の特産品を最大限に活用しながら、
地域経済の活性化に取り組んでいきたい。

四季彩の指定管理はどうなるのか

問 四季彩の指定管理者について、昨年11月の
指定管理者選定委員会での説明を受け、承認

を得たが、議案で大きく異なったのはなぜか。また、
宿泊施設の運営はどのように考えているのか。

答【政策企画課長】　今回、四季彩の指定管理者
は、指定管理者選定委員会で株式会社つなぎ

コレクティブとなった。委員会では、４社が出資し
た資本金300万円の合同会社としてプレゼンされた
が、設立準備段階で事業の安定性や今後の発展性、
また地域資源などを考えると、株式会社への組織変
更が最適との判断に至っている。資本金については、
九州アイランドワーク株式会社の出資金50万円を
定款変更し、株式会社オープンエーが50万円、堀
口製茶が50万円、合計資本金150万円で行う。最
終的には、ネクスコ西日本も入った状態で連携した
会社になってもらいたい。

宿泊施設レストラン部分については、運営サポー
ト企業を考えており、宮崎の都城で運営されている
会社と数年間は、契約を結んでサポートを行い関係
者のネットワークを持って事業が進めていかれるも
のと把握している。なおオープンについては８月中
旬を予定している。

四季彩周辺魅力アップ事業は
順調か

本山　真吾　議員
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津奈木のここが聞きたい

津奈木漁協の存続は

問 近年の漁獲の低迷や赤潮被害などにより、津
奈木漁協は存続の危機であるが、町としては

どのように考えているのか。

答【農林水産課長】　漁協とは、漁業者により構
成される協同組合であり、水産業協同組合法

に基づき設立され、漁場の利用調整、組合員の漁獲
物の加工、販売、営漁指導等の事業を実施する。

漁協の権利としては、漁業権があり、これがなくな
ると他漁協へ加入しなくては操業ができなくなる。そ
のため本町としては、組合員が一致団結し、経営の健
全化を図り、漁協の存続を図ってもらいとの方針を理
事会や漁業者集会等で伝えている。また、県の団体

支援課や水産振興課等とも連携した指導を行ってい
る。

津奈木駅周辺の整備について

問 津奈木駅入口の歩道及び植え込みを年間通し
て維持管理できないのか。

答【建設課長】　駅前の植栽は、国道３号線から
駅舎に向かいツツジとサザンカが植栽されてい

る。年間を通して維持管理はしているが、夏場など作
業が追いつかない状況である。

町の玄関口でもあり、町のイメージダウンにつなが
らないよう定期的に剪定作業や草払いなどを実施して
いきたい。

町長３期目の出馬は

問 令和６年12月定例会で、次期町長選の出馬に
ついての質問をしたが、まだ白紙との答弁で

あった。残り４か月となった現在、どのように考えて
いるのか。

答【町長】　１期目少子高齢化や人口減少対策、
産業振興の活性化、安心安全な暮らし等に取

り取り組んできた。２期目は災害の復旧・復興に取り
組んできたが、これからは、町の新たな１ページに向
けて、住民、議会、執行部と一体となり町のさらなる
振興を図っていきたいと考えているので、それを実現
するためにも３期目も出馬をしたいと考えている。

家屋解体費用の助成は

問 令和５年３月定例会で家屋解体の一部助成制
度の質問を行ったが、その時の答弁は市町村

を参考に検討したいとのことだったが、その後検討
したのか。

答【総務課長】　令和５年12月に津奈木町空き家
等対策計画の策定を行った。

その後、空き家等対策特別措置法の一部が改正さ
れ、管理不全空き家に指定された場合、空き家の所
有者に助言や指導、改善勧告をできるようになった。
現在、計画の見直しと実施に向けた内部の体制づくり、
不良住宅関係に伴う組織の設立等を進めている。

津奈木漁協に指導と支援を

３期目の出馬意向は

林田　廣美　議員

久村　昌司　議員

町政を知るために、ぜひ議会を傍聴
してください。手続きは簡単で、役場
３階の傍聴席入口の受付簿に記入して
いただくだけです。
〇問い合わせ
議会事務局　0966－78－5351

議会を傍聴してみませんか

第１回定例会
の傍聴者は、
３人でした。

― 議会定例会のご案内 ―
議会定例会の

日程や会議結果
等を確認するこ
とができます。
是非、ご活用く
ださい。

一般質問議員主導による政策議論

【３月】
	 ５日～19日	 第１回議会定例会

	 19日	 議会広報編集特別委員会

	 25日	 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会

	 	 水俣芦北振興財団理事会

【４月】
３日、11日、15日、18日、22日

	 	 議会広報編集特別委員会

	 16日	 各常任委員会合同視察研修会

【５月予定】
	 中旬	 総務振興常任委員会、教育住民常任委員会

	 27日	 全国町村議長会正副議長研修会

	 28日	 県選出国会議員への要望活動

【６月予定】
	 ３日	 県議長会議長研修会

	 上旬	 議会運営委員会

	 上旬	 第２回議会定例会

	 中旬	 総務振興常任委員会、教育住民常任委員会

議会運営委員会議会運営委員会

議会のうごき

教育住民常任委員会教育住民常任委員会

総務振興常任委員会総務振興常任委員会

３月定例会において、教育長 塩山一之氏が任期途中で勇退され、新たな教育長に濵田良
彦氏（平国下地区）の任命同意が追加提案され、全会一致で同意。
任期は、令和７年４月１日から９月30日まで

教育長に濵田良彦氏
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